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評価指標 目標値 4 3 2 1 指数 全体平均

児童アンケート
（７つのやくそく）

Ａ 55 46 0 0 89

児童アンケート
（あいさつ）

B 49 33 18 0 83

保護者アンケート B 48 40 12 0 84

教職員アンケート Ａ 75 25 0 0 94

地域有識者アンケート Ａ 63 38 0 0 91

児童アンケート B 52 39 6 3 85

保護者アンケート Ａ 50 41 9 0 85

教職員アンケート Ａ 88 13 0 0 97

児童アンケート Ａ 91 9 0 0 98

教職員アンケート Ａ 75 25 0 0 94

児童アンケート
(登下校の安全）

Ａ 88 12 0 0 97

児童アンケート
（歯磨き、洗顔、朝食）

Ａ 82 18 0 0 95

保護者アンケート
（保健指導・交通指導） Ａ 71 29 0 0 93

保護者アンケート
（生命尊重）

Ａ 71 29 0 0 93

教職員アンケート Ａ 75 25 0 0 94

児童アンケート Ａ 79 15 6 0 93

保護者アンケート Ａ 48 48 4 0 86

教職員アンケート B 38 63 0 0 84

令和７年度   後期学校評価　　自己評価書 鬼北町立泉小学校 令和７年12月

【評価基準】　　Ａ：目標を達成　　Ｂ：75%以上達成　　Ｃ：60%以上達成　　Ｄ：60%未満の達成　 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない 

評価資料 評定
アンケート結果（％）

担当者

１
　
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

生
徒
指
導
の
徹
底

①　基本的生活
習慣（気持ちのよ
い挨拶）は、適切
に指導され、身に
付いてきている。

児童、保護
者、教職員、
学校運営協
議会委員に
おける指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　３ポイント上昇＞
　教職員や保護者の評価において肯定的な評価が増加した。しかし、児童の評価は落ちている。
また、低評価をつけた保護者も増加した。児童会を中心に挨拶動画を制作したり、毎月の「あいさ
つ名人」を称賛したりと様々な工夫をしたことで、挨拶の目標達成レベルが児童の中で上がってい
る可能性がある。できているところはしっかりと奨励することも必要と考える。児童自身が進んで挨
拶や返事をしたり、保護者や地域の方にも認められる挨拶ができたりするよう、一層の取組を進め
ていく必要がある。

【改善方策】
①児童会が行っている挨拶運動を継続し、児童の意識を一層高めていく。
②挨拶や返事等の向上を目指し、「いずみの子７つのやくそく」の内容のレベルアップや、更によ
りよく実行していくための方策等を児童会や学級で話し合う。

項目 重点目標
評価指標及び目標値

評定 学校による考察・改善方策

88 生徒指
導主事

※合計が100％になっていないところがあります。これは、計算上出て
きた十分の一の位を四捨五入しているためです。

②　教育相談や
教育相談的対応
に取り組み、児童
理解とコミュニ
ケーションが深化
した。

児童、保護
者、教職員ア
ンケートにお
ける指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　２ポイント上昇＞
　児童の指数に上昇が見られ、毎月の学校生活に関するアンケートの実施やSSWとの連携、全教
職員が教育相談にあたる機会の設定など、教育相談の機会を多く設定したことによる成果と思わ
れる。しかし、否定的な評価をしている児童もいるので、個別に支援をする必要がある。また、保護
者全体の指数は変わらなかったが、評価を下げた保護者もあるので、一層の取組を進めていく必
要がある。

【改善方策】
①学級担任による定期的な教育相談の実施、SSWによる教育相談の充実を今後も継続し、児童
全員が、教職員と相談できる機会を設定する。
②小規模校であることのよさを生かし、全教職員が全児童を見守る意識で教育活動に取り組
む。

89

生徒指
導主事

※合計が100％になっていないところがあります。これは、計算上出て
きた十分の一の位を四捨五入しているためです。

健
康
安
全
教
育
の
推
進

①　教科体育・体
育的行事の指導
が充実し、体力向
上に役立った。

児童、教職
員アンケート
における指
数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　１ポイント上昇＞
　特に、児童の評価が向上した。体育科の授業やたかのすタイムを活用した持久走練習の成果を
持久走記録会で発揮できた児童が多かった。また、３年生以上の児童は放課後の陸上練習にも
継続的に、積極的に取り組むことができていたので、評価の上昇につながったと考える。さらに、児
童会を中心とした全校遊びを通して、屋外活動をする機会が増えたこともよかった。

【改善方策】
①今後も教科時数の適正な取得計画に沿って、教科体育を進めるとともに、たかのすタイムの効
果的な活用も工夫改善していく。
②児童会を中心として、今後も全校遊びを行い屋外での活動をする機会をとる。

生徒指
導主事

②　適切な給食
指導や保健指導
及び交通指導等
を実践し、校内外
における健康・安
全の確保に努め
ている。

児童、保護
者、教職員ア
ンケートにお
ける指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　２ポイント上昇＞
　児童、保護者ともに、評価が向上もしくは同等であり、健康・安全に関する指導が適切に実践さ
れていることが伺える。保健集会でメディアの視聴について学んだことも、自分の健康について考
えるよい機会となった。給食指導について、偏食をする児童がいて、時間内に給食を食べ切ること
ができない様子が見られるので、今後も継続して指導していく必要がある。毎朝の地域の方や校
長等による見守り活動は児童の安全確保に大変ありがたい。特に地域の方には今後も協力をお
願いしたい。

【改善方策】
①現在行っている保健指導を継続するとともに、保健給食委員会の啓発の取組を今後も行って
いく。
②給食の量については、時間内に食べられる量を個別に対応する。
③食の大切さを児童へ啓発し、少しでも偏食を解消する工夫を行う。

94
生徒指
導主事

96

生徒指
導主事

※合計が100％になっていないところがあります。これは、計算上出て
きた十分の一の位を四捨五入しているためです。

特別支援
教育・人
権教育・
道徳教育
の推進

①　生活班活動や
児童会活動、学校
行事等を通じて友
達と協力して物事
をやり遂げたり高め
合ったりする心を育
てている。

児童、保護
者、教職員ア
ンケートにお
ける指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　増減なし＞
　全体の指数に変化はないが、児童の評価がやや下がった。児童会活動や委員会活動等に真面
目に頑張って取り組めなかったと自己評価をした児童が数名あったためであると推察する。日々の
活動に一生懸命に取り組む児童も多いので、そのよさを広げ、より多くの児童が活躍できる機会を
増やしていけるようにしたい。

【改善方策】
①縦割り班活動や委員会活動等の高学年がリーダーとして活躍できる場、児童一人一人が認め
られ活躍できる場を盛り込んだ活動を継続していく。

88



評価指標 目標値 4 3 2 1 指数 全体平均

児童アンケート Ａ 61 36 0 3 89

保護者アンケート B 44 39 9 9 79

教職員アンケート Ａ 75 25 0 0 94

児童アンケート B 42 46 9 3 82

教職員アンケート B 50 38 13 0 84

保護者アンケート Ａ 56 36 8 0 87

教職員アンケート Ａ 57 43 0 0 89

児童アンケート B 61 24 9 6 85

保護者アンケート B 28 52 12 8 75

教職員アンケート Ａ 71 29 0 0 93

児童アンケート Ａ 67 27 6 0 90

教職員アンケート Ａ 100 0 0 0 100

令和７年度   後期学校評価　　自己評価書 鬼北町立泉小学校 令和７年12月

【評価基準】　　Ａ：目標を達成　　Ｂ：75%以上達成　　Ｃ：60%以上達成　　Ｄ：60%未満の達成　 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない 

評価資料 評定
アンケート結果（％）

担当者

２
　
確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上

授
業
力
の
向
上

①　目標と指導と
評価の一体化を
目指し、ねらいを
明確にした授業を
展開している。

児童、保護
者、教職員ア
ンケートにお
ける指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　１ポイント上昇＞
　全体平均はやや上昇したが、特に保護者の評価が低下した。児童の指数は上昇したが、１の評
価をつけた児童もいる。教職員の評価は向上しているので、ねらいをしっかりと持って臨んでいる
が、児童に十分伝わっていない部分もあると推察する。ただ、児童評価４は向上しているので、児
童の学習理解度の二極化傾向が進んでいると推察できる。児童の学習理解が深まらなければ当
然保護者の評価も低下する。日頃からねらいの提示、振り返りの場の設定を確実に行って学習理
解を深めるように取り組み、ノート指導や参観日等で、ねらいを明確にした授業が展開されているこ
とを今後も啓発する場があるとよい。

【改善方策】
①ねらいの提示、振り返りの場の設定を確実に行うことを今後も継続するとともに、他者評価な
ども取り入れながら学習意欲の涵養と学力の向上を図る。
②ノート指導や課題への取組指導にも気を配り、保護者がノートを見て、学習がきちんと進んで
いることが確認できるようにする。

項目 重点目標
評価指標及び目標値

評定 学校による考察・改善方策

②　自分の考えを
まとめたり、表現
したりする活動を
大切にした授業を
展開している。

教職員アン
ケートにおけ
る指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　5ポイント低下＞
　タブレット端末の活用が当たり前となり、どの学年も新聞作成や文章作成などで自分の考えをま
とめたり、表現したりすることはできている。ただ、教職員によりタブレット端末の活用頻度に差が
あったり、学習展開の在り方に違いがあったりして、評価が下がったと推察する。児童が対話を通
して自分の考えを述べ合ったり、新聞や作文等にまとめたりする主体的な学びを一層進める必要
がある。

【改善方策】
①授業や集会等において、自分の考え及び感想を発表する場や、短作文等を通じた書く場を、
今後も継続的に設定する。
②文字表現と口語表現の両方を大切にした授業や活動の充実を図るとともに、それをコーディ
ネートする教職員の資質や能力の向上に向けた研修等を一層進める。

教職員アンケート

学力向
上推進
主任

87

学力向
上推進
主任

※合計が100％になっていないところがあります。これは、計算上
出てきた十分の一の位を四捨五入しているためです。

Ａ 50 50 0 0 88 88

基
礎
・
基
本
の
定
着

①　「学びの約
束」を指導し、学
習規律の確立に
努めている。

児童、教職
員アンケート
における指
数
８５％以上

Ｂ

【考察】＜前期比較　2ポイント低下＞
　児童、教職員ともに評価が下がっている。特に児童はその傾向が強い。各学級で、学びの約束
が守れている内容と、守れていない内容を整理し、各学級で取り組むべき項目を重点化したり、学
習規律を大切にした学習指導の徹底を図ったりすることが必要である。

【改善方策】
①学びの約束の項目内容を再確認し、より具体的な姿を児童に示すようにする。
②学習規律の在り方について教職員間で再確認し、児童がよりよい学習の姿を意識できるよう
「学びの約束」の重点化を図る。

学力向
上推進
主任※合計が100％になっていないところがあります。これは、計算上

出てきた十分の一の位を四捨五入しているためです。

②　漢字の読み
書きや計算の定
着を目指し、ｉプリ
等で繰り返し指導
している。

保護者、教
職員アン
ケートにおけ
る指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　増減なし＞
　様々な教材を活用して学力の定着と向上を図っており、児童の評価も向上している。タブレットを
活用したデジタル教材やドリル学習など、個に応じた学習環境も整っているので、児童のニーズに
応じた取組を今後も継続したい。ただ、教職員からは児童の学力差が広がっているという声も上
がっており、基礎基本の徹底を図ることや読解力の向上など、課題意識を持って取り組む必要が
ある。

【改善方策】
①デジタルとアナログの課題のバランスを取り、各自の学力に応じた学習方法を身に付けさせ
る。
②個に応じた課題の出し方等を改善し、児童が学習に意欲的に取り組めるよう工夫する。

88

学力向
上推進
主任

83

学力向
上推進
主任

読
書
活
動
の
推
進

①　読書到達目
標の達成に向け
て、読書指導を
行っている。

児童、保護
者、教職員ア
ンケートにお
ける指数
８５％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　４ポイント上昇＞
　図書委員会を中心に様々なイベントを企画し、児童が積極的に本に触れる機会を増やしたことな
どが効果的であった。ただ、図書室に行く機会や貸出冊数は増えたが、じっくりと本を読み、話の中
身を深く考えたり、知識等の習得につなげたりしているような面での充実度は低いと感じている教
職員もいる。

【改善方策】
①たかのすタイムに読書タイムを確実に設定したり、登校後の空き時間に読書をしたりするな
ど、落ち着いて読書をする時間を設定し、本を読む楽しさを味わう機会を持たせる。
②図書委員会の取組を今後も活性化させ、本に親しむ機会を確保し、読書のよさや大切さを一
層啓発していく。

95

学力向
上推進
主任

家
庭
学
習
の
定
着

①　家庭学習の
各学年の目標時
間が達成できるよ
う指導や啓発に
努めている。

児童、保護
者、教職員ア
ンケートにお
ける指数
８５％以上

Ｂ

【考察】＜前期比較　1ポイント低下＞
　保護者の指数が前期より６ポイント低下した。家庭学習チェック週間を活用し、家庭学習の啓発を
進めてきたが、十分に生かし切れていないと推察する。家庭学習の時間に焦点を当て、家庭学習
の習慣付けをねらいとして行ってきているが、今後は学習内容の在り方や課題への取組み方など
にも焦点を当てて改善していく必要がある。

【改善方策】
①家庭学習の時間をしっかりと確保することはもとより、学習内容や課題への取組み方など、具
体的な家庭学習の例を示し、効果的な家庭学習の習慣を身に付けさせる。

84



評価指標 目標値 4 3 2 1 指数 全体平均

児童アンケート Ａ 67 24 9 0 89

保護者アンケート Ａ 72 28 0 0 93

教職員アンケート Ａ 100 0 0 0 100

地域有識者アンケート Ａ 100 0 0 0 100

児童アンケート Ａ 61 36 0 3 89

保護者アンケート Ａ 65 30 4 0 90

教職員アンケート Ａ 100 0 0 0 100

地域有識者アンケート Ａ 100 0 0 0 100

教職員アンケート Ａ 100 0 0 0 100

地域有識者アンケート Ａ 88 13 0 0 97

令和７年度   後期学校評価　　自己評価書 鬼北町立泉小学校 令和７年12月

【評価基準】　　Ａ：目標を達成　　Ｂ：75%以上達成　　Ｃ：60%以上達成　　Ｄ：60%未満の達成　 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない 

項目 重点目標
評価指標及び目標値

評定 学校による考察・改善方策

３
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

①　通信や配付
文書、家庭訪
問・懇談会・電
話連絡等による
情報提供が行
われている。

児童、保護
者、教職員、
学校運営協
議会委員に
おける指数
８５％以上

Ａ

②　地域に根ざ
した教育活動や
ＰＴＡ活動を通し
て、保護者や地
域、関係機関と
の連携が深まっ
た。

児童、保護
者、教職
員、学校運
営協議会委
員における
指数
８５％以上

Ａ

   教頭
   教務
◎研修

評価資料 評定
アンケート結果（％）

担当者

96
   教頭
◎教務

【考察】＜前期比較　１ポイント上昇＞
　児童の指数はやや下がったものの、保護者、教職員、地域有識者の指数は増加した。特に、
学習発表会で鬼北文楽の保存に関して発表したことや地域学習の様子を伝えたことが高評価に
つながった。今後も総合的な学習等を活用した地域学習を進めていくことが大切である。また、
公民館の持つ過去の写真資料等の展示機会の有効性についての御意見もいただいた。公民館
等との連携を一層深め、地域学習を進められるようにしたい。

【改善方策】
①PTAや公民館と情報を共有し、連絡を取り合いながら一層、地域教育活動の充実を図る。
②地域の人材や教材の整理をし、年間計画と関連させた教育活動を推進する。
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   教頭
◎教務

※合計が100％になっていないところがあります。これは、
計算上出てきた十分の一の位を四捨五入しているためです。

【考察】＜前期比較　３ポイント上昇＞
　保護者、地域の方からの評価も高い。学校ホームページの更新が頻繁に行われており、学校
の様子がよく伝わるよう努力されているという意見もいただいている。また、保護者への配付文
書の多くをデジタルに移行したことにより、教員の負担軽減とともに確実な配付が実現できてい
る。ただし、プリント等を家の人に渡せていないと回答する児童も散見されるので、学校での指導
とともに家庭での声掛けをお願いしたい。

【改善方策】
①配付文書のデジタル化を中心に、今後も様々な情報伝達手段を利用しての情報発信を行い
ながら、家庭・地域との連携を図っていく。
②学校ホームページの更新については、毎日更新されている。今後も継続し、タイムリーな情
報を発信する。

４
　
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

現
職
教
育
の
充
実

、
人
的
・
物
的
・
事
務
管
理

①　効果的な校
内研修が実施さ
れ、資質・能力
の向上や自己
研修に役立っ
た。

教職員アン
ケートにお
ける指数
９０％以上

Ａ

②　連絡・報告・
相談の徹底を図
り、服務規律を
厳守している。

教職員アン
ケートにお
ける指数
９０％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　増減なし＞
　前期評価に引き続き、教職員が互いにコミュニケーションを図りながら、明るい職場づくりの推
進が図られている。口頭、紙媒体、デジタルでの連絡等、多様な方法で、確実に連絡等がつなが
るように全教職員が意識できている。

【改善方策】
①今後も連絡・報告・相談を徹底し、全教職員が共通理解を図りながら、気持ちよく働くことの
できる職場を目指す。

教職員アンケート 100 100

100 100

Ａ

教職員アンケート Ａ 100 0 0 0

【考察】＜前期比較　３ポイント上昇＞
　研修主任の提示した研修計画が年間を通してしっかりと実施できている。今年度は愛媛県教育
委員会主催の授業力パワーアップ研究会やNIE教育の指定を受け、授業研究を中心とした研修
機会が増加したが、前向きに研修に取り組むことのできた教職員が多かったと感じられる。

【改善方策】
①全教職員が、NIE教育の充実や主体的・対話的で深い学びにつながる授業実践等に向けた
研修に取り組む。
②デジタルとアナログのベストミックスを志向しながら、児童の学力の向上や表現力の育成に
向けた研修に取り組む。

◎教頭
   教務

◎教頭
   教務

③　適切な人的
管理と物的管理
が行われ、生命
を尊重する環境
づくりに努めて
いる。

教職員、学
校運営協議
会委員にお
ける指数
９０％以上

Ａ

【考察】＜前期比較　１ポイント上昇＞
　毎月の安全点検で学校施設等を確認し、何かあれば、管理職が対応したり、教育委員会と相
談して、修繕等の対応をとったりできている。地域の方からも、校舎内外の環境等について落ち
着いた教育環境となっていると評価していただいている。

【改善方策】
①管理職が各担当教員との相談を密に取り、適切な人的管理と物的管理が行われるよう、情
報を集約する。
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※合計が100％になっていないところがあります。これは、
計算上出てきた十分の一の位を四捨五入しているためです。

100 0 0 0

・ 全体的によい評価をいただきありがたい。今後も日々の教育活動を更に深めていけるよ

う、教職員一同、真摯に取り組んでいきたい。

・ 全校児童がそろって登校できている日が昨年より増えている。児童の心と体が安定し、

学校に元気よく登校してくれるのが、まずは一番である。小規模校であることをよさと捉え、

一人一人に丁寧に関わり、見守り、声を掛けていけるよう、一層の取組を進めたい。

・ 児童の成長している姿を見ることが保護者にとって何よりうれしいことである。児童の成

長した姿を示していけるよう、保護者の皆様との連携を密にした丁寧な関わりを大切にした

い。

・ 児童の学力に関しては、個人差がある。評価数値が向上している部分は、これまでの取

組を今後も継続・発展させていく。低下している部分は、授業展開や課題の出し方、個別支

援の在り方等を見直し、個に応じた関わりを通じて、学力の向上につなげたい。

・ 評価のねじれの要因を個別に分析し、改善につながるような方策を検討していく。

・ 学習に関して、保護者の関わりを一層深めていただくよう、声掛けを進めていきたい。

学校運営

協議会委

員の所見

学校の

対応

・ 全体的に評価が高く、よい教育活動が進められていると感じる。

・ 前期よりも評価数値が向上しているものが多く、児童も教職員もしっかりと頑張っている様子が伝

わる。

・ 「豊かな心と健やかな体の育成」において、心と体は連動していると考えられる。心が安定すると

体もしっかりと整えられる。反対に、体がしっかり整うと心も安定する。教育相談や日頃の見取りを

大切にして、一人一人に関わってほしい。

・ 「確かな学力の定着と向上」において、評価数値の向上が見られる反面、低下も見られる。また、

児童、教職員、保護者の三者に評価のねじれもあるようだ。そのあたりをしっかりと分析し、今後の

教育活動につなげてほしい。

・ 放課後子供教室で児童と関わることがある。宿題を進める際には、必要に応じてサポートをする

が、指導するのは難しい。また、児童によって学習具合に差がある。家庭での学習に関して、保護

者からの声掛けや見取りもとても大切であると感じる。


